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大学トップ・プレイヤーと大学体育

実技生の体組成

1.緒言

2. 研究方法

3. 結果および考察

4.総括

一一一同一身長・同一体重群での比較一一

1.緒

A、
] 栄 貞 三と*

口

筆者は，体組織に関する研究において，健康な男子大学生， 18歳'"'-'24歳の者218名の身長，
(1) 

体重，皮脂厚等を測定しその測定値に基づ、いて Weightdeviation， Body density， % body 

fat， Body fat (kg)， Body fat/Height， LBM (kg)， LBM/Height等を算出して， % body 

fatの区分別に Bodyfat/Height， LBM/Height， Weight deviation等との関係を検討し

て， 18歳'"'-'24歳の年齢層においては， LBM/Heightの値が 33kg以上の場合に，非常に筋

肉量が多いと判定しその値が 27kg以下の場合には，筋肉量が非常に少ないと判定してよい

のではなし、かということ，また， Body fat/Heightの値が 9kg以上の場合に過剰な体脂肪

蓄積，すなわち，肥満と判定しその値が 3kg以下の場合には，体脂肪が非常に少ないと判

定してよいのではなし、かということ，さらに， Body fat/Heightの値が3kg以下で， LBM/ 

Heightの値が 27kg以下の場合には，一応「やせJと判定してよいのではなし、かということ

等々について，報告を行った。

今回は，同一身長・同一体重を有する， トップ・プレイヤ一群と体育実技生群との形態，体

組成等について比較・検討を行うことによって，その形態，体組成の相違，特徴を把握するた

めに，アプローチを試みた。

*慶藤義塾大学体育研究所教授
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大学トップ・プレイヤーと大学体育実技生の体組成

2. 研究方法

(1)対 象 (Subjects)

(1) ラグビー選手(1986年1月に行われた全日本ラグピー選手権大会において優勝した慶庭義塾体育

会蹴球部のレギュラー選手を中心にした大学生)19名

2) 体育実技生(筆者が担当した体育実技生中，ラグビー選手の身長・体重に最も近い身長・体重を

有する慶臆義塾大学の学生)19名

(2)方法

1) 上記のラグビー選手19名，体育実技生19名，計38名の身長，体重，周径〔胸囲，腹囲，

上腕囲(伸展囲，屈曲囲)，前腕囲，大腿閉，下腿囲〕の計測を行ない， その計測値に基づいてラグ

ビー選手と体育実技生との形態面の比較・検討を行った。

2) 皮脂厚(胸部，腹部，上腕背部，肩甲骨下部，前腕部，大腿前部，下腿部〉の測定を行ない，

その測定値に基づいて， ラグビー選手と体育実技生との皮脂厚の比較，検討を行った。

3) 長嶺等による皮脂厚から体密度を推定する予知志を用いて，個々の体密度を算出し，更

に， Brozek等の予知式を用いて，体密度から体脂肪率を算出した。

4) 体脂肪 (kg)，除脂肪体重 (kg)，体脂肪 (kg)を身長 (m)で除した値，除脂肪体重 (kg)

を身長 (m)で除した値等も算出して， ラグビー選手と体育実技生との比較・検討を行った。

注 (1) D =1.ω13-0.00116X 

(D=体密度， X=上腕背部+肩甲骨下部皮脂厚〉

(2) F = (4. 570/D -4.142) X 100 

(F=体脂肪率， D=体密度〉

3. 結果および考察

1] 対象者の年齢・身長・体重

(1)年 齢 (Age)

1) Rugby Players (R・P)の年齢の平均は， 20.6歳であり， その Rangeは18""'24歳であ

っTこ (Table1)。

2) 体育実技生 (P・E.S)の年齢の平均は18.9歳であり，その Rangeは18""21歳であった
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大学トップ・プレイヤーと大学体育実技生の体組成

(Table 1)。

(2)身長 (BodyHeight) 

1) R.Pの身長の平均は 172.9cmであり，その Rangeは 165.0，......，181.0であった (Table

1)。

2) P・E.Sの身長の平均は， 173.9cmであり，その Rangeは 163.0，......，184.0であった

(Table 1)。

R.Pと P・E.Sの平均身長の聞に，約 1cmの差があるが，その差は平均誤差の範囲内であ

り，有意な差ではない。従って，両群は，同一身長群と見なして差しっかえない。

(3)体重 (BodyWeight) 

1) R・P の体重の平均は， 74.1kgであり，その Rangeは59.0""'89.4であった (Table1)。

2) P・E.Sの体重の平均は， 73.7kgであり，その Rangeは59.0""'86.0であった (Table

1)。

R.Pと P・E.Sの平均体重の聞に約0.4kgの差があるが， その差は平均誤差の範囲内であ

り有意な差ではない。従って，両群は同一体重群と見なして差しっかえない。

Table 1 Age， Height and Weight of Subjects 

二にご!と
Rugby Players Students 

(N =19) (N = 19) 

Age 
X土SE 20.57土0.34 18. 89土O.18 

Range 18"-'24 18"-'21 

Height X土SE 172.85土1.24 173.91土1.02 

(cm) Range 165.0"-'181. 0 163.0"-'184.。
Weight X土SE 74. 07 :l: 1. 50 73.66土1.42 

(kg) Range 59.0"'-'89.4 59.0'""'86.。

幻周 径 (Girth)

(1)胸 囲 (ChestGirth) 

1) R.Pの胸囲の平均は98.2cmであり，その Rangeは86.0""'112.5であった (Table2)。

2) P・E.Sの胸囲の平均は93.6cmであり，その Rangeは 85.0""'102.0であった (Table

2)。

3) P・E.Sの平均胸囲を100とした場合の R・P の相対値は約105であった (Fig.1)。

R.Pと P・E.Sの平均胸囲の聞に約4.7cmの差があり，その差は有意であった (P<O.01)。

すなわち， ラグビープレイヤ一群の胸囲は，同一身長・同一体重の体育実技生群の胸囲に比べ
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て 1%水準で有意に大である。

(2) 腹 囲 (AbdominalGirth) 

1) R・Pの腹囲の平均は 78.2cmであり，その Rangeは71.0"'-'88. 0であった (Table2)。

2) P・E.Sの腹聞の平均は80.8cmであり，その Rangeは71.0"'-'99. 0であった (Table2)。

3) P・E.Sの平均腹聞を100とした場合の R・Pの相対値は約97%であった (Fig.1)。

R.PとP・E.Sの平均腹囲の聞に約 2.7cmの差があるが，その差は有意なものとは認めら

れない。しかし， R・Pの腹囲は P・E.Sの腹囲より小さい傾向にある。

(3) 上腕囲 (Upper-arm Girth) 

1) 伸展上腕囲

① R.Pの伸展上腕囲の平均は31.Ocmであり，その Rangeは27.5""'36.0であったくTable

2)。

② P・E.Sの伸展上腕囲の平均は 30.0cmであり，その Rangeは 27.0'''32.0であった

(Table 2)。

③ P・E.Sの平均伸展上腕聞を100とした際の R・Pの相対値は約103であった (Fig.1)。

R.PとP・E.Sの平均伸展上腕囲の間に，約 1cmの差があるが，その差は，有意なもので

tまなし、。

2) 屈曲上腕囲

① R.Pの屈曲上腕囲の平均は33.9cmであり，その Rangeは30.0""'40.0であった (Table

2)。

② P・E.Sの屈曲上腕囲の平均は 32.6cmであり， その Rangeは， 29.0"'36.0であった

(Table 2)。

③ P・E.Sの平均屈曲上腕囲を100とした際の R・Pの相対値は約104であった (Fig.1)。

R.PとP・E.Sの平均屈曲上腕囲の聞に約1.3cmの差があるが，その差は有意差とは認め

られない。

(4) 前腕囲 (ForearmGirth) 

1) R.Pの前腕囲の平均は27.8cmであり，その Rangeは25.0""'30.5であった (Table2)。

2) P・E.Sの前腕囲の平均は 27.6cmであり，その Rangeは24.5""'30.Sであった (Table

2)。

3) P・E.Sの平均前腕囲を100とした際の R・Pの相対値は約101であった (Fig.1)。
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R.Pと P・E.Sの平均前腕囲の聞に約0.3cmの差があるが，その差は有意なものではない。

(5) 大腿囲 (ThighGirth) 

R.Pの大腿聞の平均は 57.2cmであり，その Rangeは51.5'"'-'66.0であった (Table2)。

2) P・E.Sの大腿囲の平均は 56.9cmであり，その Rangeは 51.0'"'-'63. 0であった (Table

2)。

3) P・E.Sの平均大腿囲を100とした際の R.Pの相対値は100.6であった (Fig.1)。

R.PとP・E.Sの平均大腿囲の間に約0.3cmの差があるが，その差は有意なものではない。

(9) 下腿囲 (CalfGirth) 

1) R.Pの下腿囲の平均は38.5cmであり，その Rangeは35.5'"'-'40.5であった (Table2)。

2) P・E.Sの下腿囲の平均は 39.6cmであり，その Rangeは35.0'"'-'43.0であった (Table

2)。

3) P・E.Sの平均下腿囲を100とした際の R.Pの相対値は約97%であった (Fig.1)。

R.PとP・E.Sの平均下腿囲の聞に約1.1cmの差があるが，その差は有意なものではない。

上記のように，計測した周径6部位のうち有意差が認められたのは，胸囲のみだった。すな

Table 2 Body Girth of Subjects 

、¥V¥a¥na¥ble¥¥~Gr1o」up~~ 
Rugby Players Stじdents

(N =19) (N =19) 

X土SE 98.21土1.22 93.55土1.07 
Chest 

Range 86.0'"'-'112.5 85.0""'102.。
Abdomen 

X土SE 78. 18土0.95 80.84土1.45 

Range 71. 0""'88.。 71. 0'"'-'99.。
X土SE 31. 03土0.45 30.03土0.34

Upperarm Range 27.5'"'-'36.。 27.0""'32.。
(fiex) X土SE 33.89土0.50 32.63土0.37

Range 30.0""'40.。 29.0""'36.。
X士SE 27.84土0.28 27.58士0.31

Forearm 
Range 25.0""'30.5 24.5""'30.5 

Thigh 
X土SE 57. 21士0.64 56.87土O.75 

Range 51. 5""'66.。 51. 0""'63.。
Calf 

X:!:SE 38.53土0.40 39.63士0.45

Range 35.5'"'-'40.5 35.0""'43.。
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Fig.1 Comparison of the Body Girth of Rugby Players with those of Stuclents. 

わち， ラグビープレイヤ一群の胸囲が，体育実技生群の胸囲に比べて有意に大で、あった。胸囲

以外の計測部位については，両群聞に有意差は認められなかった。

3] 皮下指肪厚 CSkinfoldThickness) 

く1) 胸部皮脂厚 (Ch白 tSkinfolds) 

1) R.Pの胸部皮脂厚の平均は 5.0mmであり，その Rangeは3.0""9.0であったくTable

3)。

2) P・E.Sの胸部皮脂厚の平均は 11.7mmであり， その Rangeは 4.0，.......23.0であった

(Table 3)。

3) P・E.Sの平均胸部皮脂厚を100とした際の R・P の相対値は約43であった (Fig.2)。

R.Pと P・E.Sの平均胸部皮脂厚の聞に絢 6.7mmの差があり， その差は有意なものであ

る (P<O.OO1)。すなわち， ラグビープレイヤーの胸部皮脂厚は， 同一身長・同一体重の体育実

技生の胸部皮脂厚に比べて， 0.1%水準で有意に小である。

(2) 腹部皮脂厚 (AbdominalSkinfolds) 

1) R・Pの腹部皮脂厚の平均は 8.5mmであり，その Rangeは5.0'"'-'17.0であった (Table

3)。

2) P・E.Sの腹部皮脂厚の平均は 18.9mmであり， その Range は 9.0r~33.0 であった
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(Table 3)。

3) P・E.Sの平均腹部皮脂厚を100とした際の R・Pの相対値は約45であった (Fig.2)。

R.PとP・E.Sの平均腹部皮脂厚の聞に約 10.4mmの差があり， その差は有意なものであ

る (pく0.001)。すなわち， ラグピープレイヤーの腹部皮脂厚は，同一身長・同一体重の体育実

技生の腹部皮脂厚に比べて， 0.1%水準で有意に小である。

(3) 上腕背部皮脂厚 (TricepsSkinfolds) 

1) R.Pの上腕背部皮脂厚の平均は 6.7mmであり， その Rangeは 4.0"-'10.0であった

(Table 3)。

2) P・E.Sの上腕背部皮脂厚の平均は 14.2mmであり，その Rangeは6.0'""23.0である

(Table 3)。

3) P・E.Sの平均上腕背部皮脂厚を100とした際の R.P相対値は約47であった (Fig.分。

R.PとP・E.Sの平均上腕背部皮脂厚の問に約 7.5mmの差があり， その差は有意なもの

である (pく0.001)。すなわち， ラグビープレイヤーの上腕背部皮脂厚は，同一身長・同一体重

の体育実技生の上腕背部皮脂厚に比べて， 0.1%水準で有意に小である。

(4) 肩甲骨下部皮脂厚ぐSubscuplarSkinfolds) 

1) R・Pの肩甲骨下部皮脂厚の平均は約9.0mmで、あり，その Rangeは6.0"-'14.0であった

(Table 3)。

2) P・E.Sの肩甲骨下部皮脂厚の平均は 17.0mmであり，その Rangeは10.0'"'-'30.0であ

っ7こ (Table3)。

3) P・E.Sの平均肩甲骨下部皮脂厚を 100とした際の R.Pの相対値は約53であった (Fig.

2)。

R.PとP・E.Sの平均肩甲骨下部皮脂厚の聞に約8.1mmの差があり，その差は有意なも

のである (pく0.001)。すなわち， ラグピープレイヤーの肩甲骨下部皮脂厚は，体育実技性の肩

甲骨下部皮脂厚に比べて， 0.1%水準で有意に小である。

(5) 前腕部皮脂厚 (ForearmSkinfolds) 

1) R・Pの前腕部皮脂厚の平均は 3.6mmであり， その Rangeは 2.0'"'-'3.0であった

(Table 3)。

2) P・E.Sの前腕部皮脂厚の平均は 7.1mmであり， その Rangeは 2.0'"'-'12.0であった

(Table 3)。
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3) P・E.Sの平均前腕部皮脂厚をと 100した際の R・P の相対値は約50であった (Fig.2)c 

R・P と P・E.Sの平均前腕部皮脂厚の問に，約 3.5mmの差があり，その差は有意なもの

である (P<0.001)。すなわち， ラグビープレイヤーの前腕部皮脂厚は，体育実技生の前腕部皮

脂厚に比較して， 0.1%水準で有意に小である。

(6) 大腿部皮脂厚 (ThighSkinfolds) 

1) R.Pの大腿部皮脂厚の平均は7.7mmであり，その Rangeは5.0"-'12.0であった (Table

3)。

2) P・E.Sの大腿部皮脂厚の平均は 16.9mmであり，その Rangeは 7.0"-'25. 0であった

(Table 3)。

3) P・E.Sの平均大腿部皮脂厚を 100とした際の R・P の相対値は約45で、あった (Fig.2)。

R・P と P・E.Sの大腿部皮脂厚の聞に約 9.2mmの差があり， その差は有意なものである

(pく0.001)。すなわち， ラグビープレイヤーの大腿部皮脂厚は，体育実技生の大腿部皮脂厚に

比較して， 0.1%水準で有意に小である。

く7) 下腿部皮脂厚 (CalfSkinfolds) 

Table 3 Skinfold thickness of Subjects 

¥Va¥na¥b1e¥G~~ro¥u~p~|l 陶 :byPlayers 
Students 

(N = 19) (N =19) 

X士SE 5.0土0.38 11. 68土1.19 
Chest 

Range 3.0'"'"'9.0 4.0'"'"'23.0 

X::!:::SE 8.53土O.78 18.89士1.70 
Abdomen 

Range 5.0'"'"'17.0 9.0'"'"'33.0 

X土SE 6.68土0.35 14.21土1.05 
Triceps 

Range 4.0'""10.0 6.0'""23.0 

X土SE 8.95土0.41 17.0土1.47 
Subscuplar 

Range 6.0'""14.0 10. 0'""30.。
X土SE 3.58土0.22 7.11土0.61

Forearm 
Range 2.0'""5.0 2.0'""12.0 

X士SE 7.68土0.93 16. 89土1.22 
Thigh 

Range 5.0'""12.0 7.0'""25.0 

X士SE 4.84土0.58 12.11土1.01 
Calf 

Range 2.0"-8.0 2.0'""19.0 

X土SE 15.63土o.71 31. 21::!:::2. 16 

Sub十scuplar Range 10.0'""22.。 18. 0'""48.。
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Fig.2 Comparison of the Skinfold thickness of Rugby Players with those of Students 

1) R・P の下腿部皮脂厚の平均は 4.8mmであり， その Rangeは， 2. 0-----8. 0であった

(Table 3)。

2) P・E.Sの下腿部皮脂厚の平均は 12.1mmであり，その Rangeは2.0-----19.0であった

(Table 3)。

3) P・E.Sの平均下腿部皮脂厚を100とした際の R'Pの相対値は約40であった (Fig.2)。

R・P と P・E.Sの下腿部皮脂厚の聞に約 7.3mmの差があり， その差は有意なものである

(P<O.OO1)。すなわち， ラグピープレイヤーの下腿部皮脂厚は，体育実技生の下腿部皮脂厚に

比較して， 0.1%水準で有意に小である。

上記のように，今回，測定した7部位の皮脂厚すべてにおいて， ラグビープレイヤーの皮脂

厚は，体育実技生の皮脂厚に比較して， 0.1%水準で有意に小であり，体育実技生の皮脂厚の

40~53%の範囲内にあり，総じて半分以下であった。

4] 体組成 (BodyComposition) 

(1)体密度 (BodyDensity) 

1) R・Pの体密度の平均は1.0732であり，その Rangeは1.0658-----1. 0797であった (Table

4)。
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2) P・E.Sの体密度の平均は 1.0551であり，その Rangeはl.0357'"'-'l. 0705であった

(Table 4)。

3) P・E.Sの体密度を100とした際の R・Pの相対値は102であった (Fig.3)0 

R.PとP・E.Sの平均体密度の聞に 0.0180の差があり，その差は有意なものである (P<

0.001)。

すなわち， ラグビープレイヤーの体密度は，体育実技生の体密度に比較して， 0.1%水準で

有意

(2) 体脂肪率(%Body Fat) 

1) R・Pの体脂肪率の平均は 11.6%であり，その Rangeは， 9.1'"'-'14.6であった (Table

4)。

2) P・E.Sの体脂肪率の平均は 19%であり，その Rangeは 12.7'"'-'26.1であった (Table

4)。

3) P・E.Sの%Body Fatを100とした際の R.Pの%Body Fatは約61であった (Fig.3)。

4) P・E.Sの%Body Fatは， R・Pの%Body Fatの1.6倍大であった。

R.PとP・E.Sの%Body Fatの聞に約7.3%の差があり，その差は有意なものである

(P<O.OO1)。

すなわち，ラグビープレイヤーの%Body Fatは，体育実技生のものに比較して， 0.1% 

水準で有意に少ない。

(3) 体脂肪 (kg)(Body Fat) 

1) R.Pの BodyFatの平均は 8.7kgであり，その Rangeは6.0'"'-'13.0であった (Table

4)。

2) P・E.Sの BodyFatの平均は 14.1kgであり，その Rangeは 8.9'"'-'23.3であった

(Table 4)。

3) P・E.Sの BodyFatを100とした際の R.Pの相対値は約61であった (Fig.3)。

4) P・E.Sの BodyFatは， R・Pの BodyFatの1.6倍大であった。

R.PとP・E.Sの BodyFatの聞には 5.4kgの差があり，その差は有意なものである

(P<O.OO1)。

すなわち， ラグビープレイヤーの体脂肪 (kg)は体育実技生の体脂肪 (kg)に比べて， 0.1% 
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水準で有意に少ない。

(4) 身長 1mあたりの体脂肪 (Bodyfat/Height) 

1) R'Pの身長 1mあたりの体脂肪 (B・F/H)の平均は 4.9kgであり，その Rangeは3.6

--7.6であった (Table4)。

2) P・E.Sの B.F/Hの平均は 8.1kgであり，その Rangeは5.2'"'"'13.2であった (Table

心。

3) P・E.Sの B.F/Hを100とした際の R・Pの相対値は約62であった。

R'Pと P・E.Sの B.F/Hの聞には約 3.1kgの差があり， その差は有意なものである

(P<O.OO1)。

すなわち，ラグビープレイヤーの身長 1mあたりの体脂肪 (kg)は， 体育実技生の身長 1m

あたりの体脂肪 (kg)に比較して， 0.1%水準で有意に少ない。

(5) 除脂肪体重 (LBM)

1) R・P の LBMの平均は 65.4kgであり，その Rangeは52.9'"'"'74.6であった (Table

4)。

2) P・E.Sの LBMの平均は 59.6kgであり，その Rangeは49.6'"'"'59.8であった (Table

4)。

Table 4 Body Composition of Subjects 

ト---------------
Group 

Rugby Players Students 
¥ 

Variable ~、~、1 、---- (N = 19) (N =19) 

Body density 
文土SE 1. 0732::!: O. 0008 

Range 1. 0658'"'-' 1. 0797 1. 0357'"'-' 1. 0705 

% Body fat 
X土SE 11. 63土0.32 18.96土1.03 

Range 9.06"-'14.58 12.70"-'26.06 

Body fat X土SE 8.65士0.36 14.07士1.17 

(kg) Range 6.01"-'13.03 8.99"-'23.25 

Body fat/ X::!:SE 4.99土0.20 8.07土0.52
Height Range 3.57'"'-'7.59 5.15"-'13.16 

LBM X土SE 65.43土1.24 59. 59土1.11

(kg) Range 52.87'"'-'74.55 49.57'"'-'69.78 

LBM/Height 
X土SE 37.82土0.56 34.23土0.50

Range 32.65'"'-'44.47 30.18'"'-'38.07 
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Fig.3 Comparison of the Body Composition of Rugby Players 

with those of Students. 

3) P・E.Sの LBMを100とした際の R・Pの相対値は約110であった (Fig.3)。

R.Pと P・E.Sの LBMの聞には 5.8kgの差があり，その差は有意なものである (pく

0.01)。

すなわち， ラグビープレイヤーの除脂肪体重 (kg)は，体育実技生の除脂肪体重 (kg)に比

べて， 1 %水準で有意に大である。

(6) 身長 1mあたりの除脂肪体重 (LBM/Height)

1) R・Pの身長 1mあたりの除脂肪体重 (LBM/H)の平均は 37.8kgであり，その Range

は， 32.7，，-，44.5であった (Table4)。

2) P・E.Sの LBM/Hの平均は 34.2kgであり，その Rangeは 30.2-----38.1であった

(Table 4)。

3) P・E.Sの LBM/Hを100とした際の R・P の相対値は約110であった (Fig.3)。

R.Pと P・E.Sの LBM/Hの聞には 3.6kgの差があり， その差は有意なものである (P<

0.01)。すなわち， ラグビープレイヤーの身長 1mあたりの除脂肪体重 (kg)は，体育実技生の

身長 1mあたりの除脂肪体重 (kg)に比較して 1%水準で有意に大である。
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上記のように，体組成に関しては， ラグビープレイヤーは，同一身長・同一体重の体育実技

生と比較して，身体の活性組織の指標である除脂肪体重は10%程度大であり，体脂肪は，逆に

39%程度少ない。

5] 体重と皮脂厚(上腕背部十肩甲骨下部皮指厚〉との関係

体重 (kg)と皮脂厚(上腕背部+肩甲骨下部)(mm)との関係を図示したものが Fig.4であ

る。

⑨印で表わしである R・P群の体重と皮脂厚の相関係数はr=0.3965であり，有意な相関と

はいえない。

すなわち，体重の重い者が皮脂厚も大であるとはいえない。

一方， 0印で表示しである P・E.S群の体重と皮脂厚の相関係数はr=0.4481であり， 5% 

水準で有意な相関である。

すなわち，体重の重い者は皮脂厚が大であると一応考えてよい。

出炉目ド・・t・~ 50 
。ド5制 40 

20 

10 

。

。

• • 

• Rugby Players (R. P) 
o Students (P・E.S)

。 。
。。
。
♂ 

。。
。 。。

。。 .it • 
ぬ・.......且-. . -. 

l 111' II II II t I III I 111 I I II I II II11 

60 70 80 90 

Body Weight (kg) 

Fig.4 Relationship between Body Weight and Skinfolds 

6] 体重と体脂肪の関係

体重 (kg)と体脂肪 (kg)の関係を図示したものが Fig.5であり，体重と身長 1mあたり

の体脂肪との関係を図示したものが Fig.6である。

⑨印で表わしである R・P群での，体重と体脂肪の相関係数はr=0.7799であり， 1 %水準
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で割合いに高い相関が認められた。

体重と体脂肪との聞に回帰式ν=0.19xー5.42が得られた。

5%水準で。印で示しである P・E.S群での体重と体脂肪の相関係数はr=0.4847であり，

有意な相関が認められた。

体重と体脂肪の聞に回帰式y=0. 4x -15. 39が得られた。

体重と除脂肪体重の関係7] 

体重と身長 1mあ体重 (kg)と除脂肪体重 (kg)の関係を図示したものが Fig.7であり，

1% r =0.9825であり，

たりの除脂肪体重との関係を図示したものが Fig.8である。

⑨印で表わしである R.P群での体重と LBMとの相関係数は，
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水準で有意な非常に高い相関が認められた。

すなわち，体重の大きい者は， LBMが大きい者であると断定してよいことを意味している。

体重と LBMとの聞に回帰式υ=0.8x +6.16が得られた。

。印で表わしである P・E.S群での体重と LBMとの相関係数は r=0.7645であり， 1 % 

水準で割合いに高い有意な相関が認められた。

すなわち，体重の大きい者は，除脂肪体重も大きいということが，おおむね言い得る。体重

と LBMとの聞に回帰式y=0. 59 x +16.13が得られた。

4. 総、括

一流の大学生ラグビープレイヤー19名と同一身長・体重を有する体育実技受講大学生19名の

計38名について，身長，体重，周径，皮脂厚等の測定を行ない， これらの測定値に基づいて，

ラグビープレイヤーと体育実技生の比較，検討を行ない，更に，皮脂厚値に基づいて，体密

度，体脂肪率，体脂肪 (kg)，体脂肪(l屯)を身長 (m)で除した値，除脂肪体重 (kg)，除脂肪

体重(kg)を身長 (m)で除した値等を算出して， ラグビープレイヤーと体育実技生との比較・

検討を加え，次の結果を得た。
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1. 周径 (Girth):計測した6部位の周径中，胸囲にのみ，有意差が認められた。

すなわち，ラグピープレイヤーの胸囲は，同一身長・同一体重の体育実技生の胸囲に比べ

て， 1 %水準で有意に大きい値を示した。

2. 皮脂厚 (SkinfoldThickness) :ラグビープレイヤーの皮脂厚は，測定した7部位すべて

において，同一身長・同一体重の体育実技生の皮脂厚に比べて 0.1%水準で有意に小さく，体

育実技生の皮脂厚の40"-'53%の範囲内にあり，総じて，半分以下であった。

3. 体密度 (Bodydensity) :ラグビープレイヤーと体育実技生との聞には，平均で0.0180の

差があり，その差は有意であった (P<O.OO1)。

すなわち， ラグピープレイヤーの体密度は，同一身長・同一体重の体育実技生の体密度に比

べて， 0.1%水準で有意に大であった。

4. 体脂肪率(%Body Fat) :ラグビープレイヤーと体育実技生との聞には約 7.3%の差が

あり，その差は有意であった (P<O.OO1)。

すなわち， ラグビープレイヤーの体脂肪率は同一身長・同一体重の体育実技生のものに比べ

て， 0.1%水準で小さい値を示した。

5. 体脂肪 (kg):ラグビープレイヤーと体育実技生との間には，平均で 5.4kgの差があ

り，その差は有意であった (P<O.OO1)。

すなわち， ラグビープレイヤーの体脂肪は，同一身長・同一体重の体育実技生のものに比べ

て， 0.1%水準で有意に小さく， 39%程度少なかった。

6. 除脂肪体重 (kg)(LBM) :ラグピープレイヤーと体育実技生との間には， 平均で 5.8kg

の差があり，その差は有意であった (P<O.01)。

すなわち，ラグビープレイヤーの LBMは，同一身長・同一体重の体育実技生のものに比

べて， 1 %水準で有意に大であり， 10%程度大きかった。

7. 体重と体脂肪の関係:ラグビープレイヤ一群，体育実技生群ともに有意な相関が認めら

れた。両群の相関係数と回帰式は次のようである。

ラグビープレイヤー群:相関係数r=0.7799，回帰式ν=0.19x -5.42 

体育実技生群:相関係数r=0.4847，回帰式ν=0.4x -15.39 

8. 体重と除脂肪体重の関係:ラグビープレイヤ一群，体育実技生群ともに有意な高い相関

が認められた。

両群の相関係数と回帰式は次のようである。

ラグビープレイヤ一群:相関係数r=0.9825，回1犠式ν=0.8x +6.16 

体育実技生群:相関係数r=0.7645，回帰式ν=0.59x十16.13
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以上のように今回の研究結果は， “体重"というものを体脂肪と除脂肪体重という観点から

吟味することが，研究面においても，実際面においても必要であり，重要であるというこを改

めて示唆するものであり，また， Aerobicな， Anaerobicなトレーニングを継続実践していけ

ば，形態的には，胸囲の増大と腹囲の減少を，体組成的には除脂肪体重の増加と体脂肪の減少

をもたらすことを大いに示唆するものである。
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